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SNSやメディアで話題になった「蛇口から桃ジュース」

事
業
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

当
社
は
、
総
社
市
で
代
々
栽
培
さ
れ
て
き
た
総
社
赤
米
の
遺
伝

子
を
継
承
す
る
唯
一
の
赤
米
、「
あ
か
お
に
も
ち
」を
生
産
・
加
工
・

販
売
し
、
広
く
全
国
へ
届
け
て
い
ま
す
。
赤
米
以
外
に
も
、
岡
山

や
瀬
戸
内
の
フ
ル
ー
ツ
な
ど
を
原
料
と
し
た
自
社
ブ
ラ
ン
ド
の
加

工
品
展
開
に
加
え
、
徹
底
し
た
品
質
管
理
と
分
析
力
を
生
か
し
た

Ｏ
Ｅ
Ｍ
（
相
手
先
ブ
ラ
ン
ド
名
製
造
）
を
事
業
の
大
き
な
柱
と
し
、

多
岐
に
わ
た
る
品
目
の
量
産
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

事
業
の
原
点
は
、
私
が
学
生
時
代
に
都
内
の
大
学
へ
進
学
し
た

際
に
直
面
し
た
、「
岡
山
の
認
知
度
の
低
さ
」
を
打
破
し
た
い
と
い

う
想
い
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
大
学
で
ま
ず
総
社
赤
米
の

色
素
の
特
性
に
つ
い
て
研
究
し
、
卒
業
後
は
東
京
の
食
品
メ
ー
カ
ー

の
研
究
室
で
品
質
管
理
の
方
法
や
、
原
料
の
買
い
付
け
、
商
品
開
発
、

他
社
の
商
品
の
分
析
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
見
方
な
ど
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
、
都
内
惣
菜
製
造
工
場
で
製
品
開

発
に
携
わ
っ
て
い
た
当
社
の
現
代
表
取
締
役
で
あ
る
妻
と
の
結
婚

を
機
に
一
念
発
起
し
、
総
社
市
の
農
業
振
興
、
耕
作
放
棄
地
の
復

興
を
目
指
し
て
会
社
を
設
立
し
ま
し
た
。

販
路
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

当
社
が
取
り
扱
う
赤
米
は
地
域
固
有
の
ニ
ッ
チ
な
食
材
で
あ
る

た
め
、
認
知
度
を
高
め
る
に
は
岡
山
県
内
だ
け
の
事
業
展
開
で
は

限
界
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
創
業
二
年
目
に
、
都

内
で
開
催
さ
れ
た
展
示
会
「
第
13
回
グ
ル
メ
＆
ダ
イ
ニ
ン
グ
ス
タ

イ
ル
シ
ョ
ー
」
へ
の
出
展
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。
そ
の
際
に
出
展

し
た
砂
糖
不
使
用
・
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
の
「
赤
米
甘
酒 

は
れ
の
ひ
」

が
、
新
製
品
コ
ン
テ
ス
ト
の
ビ
バ
レ
ッ
ジ
部
門
大
賞
を
受
賞
い
た

し
ま
し
た
。
こ
の
受
賞
が
足
掛
か
り
と
な
っ
て
多
様
な
事
業
者
さ

ま
と
の
接
点
が
生
ま
れ
、
創
業
二
年
目
に
し
て
想
定
を
超
え
る
規

模
の
企
業
と
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
も

赤
米
に
限
ら
ず
県
産
果
物
を
活
用
し
た
商
品
開
発
を
進
め
つ
つ
、

継
続
的
に
展
示
会
へ
出
展
し
て
お
り
、
令
和
８
年
に
は
岡
山
県
中

央
会
が
運
営
す
る
「
岡
山
フ
ー
ド
バ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
」
の
団
体
出

展
枠
を
通
じ
て
「
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
ト
レ
ー
ド
シ
ョ
ー
」

に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
展
示
会
へ
の
継
続
的
な
出
展
に
よ
り
築
か
れ
た
バ
イ

ヤ
ー
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
当
社
に
と
っ
て
大
き
な
転
機
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
海
外
か
ら
の
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
が
停
滞
し
た
際
、
供
給
機
会
の
損
失
を
回
避
す
べ
く
国

内
製
造
へ
切
り
替
え
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
生
じ
、
大
手
企
業
様

か
ら
国
内
製
造
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
受
託
を
い
た
だ
く
に
至
っ

た
の
で
す
。
当
時
の
当
社
の
生
産
能
力
は
日
産
１
︐
５
０
０
本
程

度
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
好
機
を
確
実
に
捉
え
る

た
め
、
当
時
の
売
上
高
を
上
回
る
約
２
億
円
の
大
型
設
備
投
資
を

難
波 

尚
吾  

氏

岡
山
の
赤
米
を
全
国
へ

６
次
産
業
化
で
販
路
を
切
り
拓
き
ま
す

レ
ッ
ド
ラ
イ
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
株
式
会
社
　
専
務
取
締
役

Leader’s リーダーズ「アイ」特集

事業再構築補助金で導入した自社工場のライン　瓶にラベルを貼る工程
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出
も
見
据
え
、
タ
ン
ク
の
設
計
構
造
か
ら
全
面
的
に
見
直
し
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
東
京
の
秋
葉
原
や
大
阪
・
関
西
万
博
関

連
の
催
事
、
台
湾
の
百
貨
店
な
ど
で
大
き
な
注
目
を
集
め
る
に
至

り
ま
し
た
。

最
後
に
赤
米
伝
統
文
化
へ
の
想
い
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

私
は
当
社
の
事
業
を
単
な
る
食
品
製
造
業
に
と
ど
め
ず
、
縄
文

時
代
か
ら
の
歴
史
を
有
す
る
赤
米
文
化
を
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
活
動

と
捉
え
て
い
ま
す
。
現
在
で
も
「
神
様
に
捧
げ
る
米
」
と
し
て
特

別
な
赤
米
栽
培
を
継
承
し
て
い
る
の
は
、
全
国
で
長
崎
県
対
馬
市
、

鹿
児
島
県
種
子
島
、
そ
し
て
我
が
岡
山
県
総
社
市
の
３
地
域
の
み

で
す
。
私
自
身
、
小
学
生
の
時
に
父
に
連
れ
ら
れ
て
体
験
し
た
田

植
え
の
原
体
験
が
、
現
在
の
事
業
に
お
け
る
揺
る
ぎ
な
い
信
念
と

な
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
地
域
の
宝
で
あ
る
赤
米
文
化
を

今
度
は
自
分
が
伝
え
る
べ
く
、
毎
年
行
政
と
連
携
し
て
親
子
の
田

植
え
体
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
機
械
化
が
進
む
現
代
だ
か
ら
こ

そ
、
土
や
稲
に
直
接
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
、
子
ど
も
た
ち
が
将

来
農
業
を
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
捉
え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
教
育
や
文
化
継
承
に
と
ど
ま
ら
ず
、

全
国
や
世
界
へ
と
販
路
を
広
げ
る
こ
と
で
、
産
業
と
し
て
の
農
業

の
可
能
性
を
示

し
て
い
き
た
い

で
す
。
伝
統
を

重
ん
じ
な
が
ら

も
新
た
な
挑
戦

を
重
ね
、
こ
れ

か
ら
も
岡
山
ブ

ラ
ン
ド
の
価
値

を
発
信
し
て
い

き
ま
す
。

決
断
し
ま
し
た
。「
事
業
再
構
築
補
助
金
」
を
活
用
し
、
自
社
工
場

の
ラ
イ
ン
を
す
べ
て
特
注
仕
様
で
整
備
し
た
こ
と
で
、
Ｏ
Ｅ
Ｍ
等

に
も
柔
軟
に
対
応
で
き
る
増
産
体
制
へ
と
移
行
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
現
在
で
は
日
産
１
万
本
規
模
の
製
造
ラ
イ
ン
を
確
立
し
、

全
国
規
模
の
安
定
供
給
を
支
え
て
い
ま
す
。

商
品
開
発
の
工
夫
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

商
品
開
発
に
お
い
て
は
、
単
一
の
用
途
に
依
存
せ
ず
、
多
様
な

柱
を
持
つ
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
主
食
と
し
て
の
赤

米
は
、
日
常
的
に
毎
日
消
費
さ
れ
る
食
材
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
製
品
の
形
態
を
多
角
化
さ
せ
る
こ
と
で
消
費
の
機
会
が
増

え
る
と
考
え
、
創
業
当
初
か
ら
引
き
出
物
用
の
「
赤
米
お
赤
飯
」

や
「
一
升
餅
」、
無
着
色
の
「
紅
白
餅
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
用
途

に
応
用
で
き
る
商
品
研
究
を
し
て
き
ま
し
た
。
用
途
や
利
用
シ
ー

ン
ご
と
に
最
適
な
付
加
価
値
を
付
与
し
て
お
届
け
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
多
角
化
の
一
環
と
し
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
各
種
メ
デ
ィ
ア

で
大
き
な
話
題
と
な
っ
た
「
蛇
口
か
ら
桃
ジ
ュ
ー
ス
」
の
中
身
の

製
造
も
当
社
が
担
っ
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
ジ
ュ
ー
ス
を
取
り
扱

う
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
地
域
の
資
源
循
環
（
ア
ッ
プ
サ
イ

ク
ル
）
に
対
す
る
想
い
が
あ
り
ま
し
た
。
地
元
の
桃
農
家
を
訪
れ

た
際
、
微
細
な
傷
や
変
形
に
よ
っ
て
規
格
外
と
な
り
廃
棄
さ
れ
る

清
水
白
桃
の
現
状
を
知
り
、
全
量
買
い
取
り
を
決
意
し
ま
し
た
。

そ
し
て
商
品
開
発
を
行
い
誕
生
し
た
の
が
「
白
桃
ネ
ク
タ
ー
」
で
す
。

こ
の
ジ
ュ
ー
ス
を
活
用
し
た
「
蛇
口
か
ら
桃
ジ
ュ
ー
ス
」
は
、
岡

山
市
内
で
行
政
企
画
と
し
て
実
施
さ

れ
て
い
た
も
の
で
し
た
が
、
１
年
で

企
画
が
終
了
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
当
社
が
企
画
を
継
承
し
、

全
国
展
開
や
海
外
で
の
イ
ベ
ン
ト
露

事
業
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

例年6月開催　総社市の親子が対象の赤米田植え体験 事業再構築補助金で導入した自社工場のライン　瓶にラベルを貼る工程（取材／総務企画課　島田）

事業者名
設 立
所 在 地
T E L
H P

従業員数

レッドライスカンパニー株式会社
平成24年3月14日
岡山県総社市上原162-2
0866-90-3117
https://www.redrice-co.
com/
17名

：
：
：
：
：

：

総社赤米「あかおにもち」を使用した「赤米甘酒 はれのひ」
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革新的新製品・サービス枠
従業員数 補助率 補助下限額 基本補助上限額 賃上げ特例適用時

1～5人
6～20人
21～50人
51人以上

中小企業者：
1/2（2/3）

小規模・再生事業者等：
2/3

750万円
1,000万円
1,500万円
2,500万円

100万円

850万円
1,250万円
2,500万円
3,500万円

新事業進出枠
従業員数 補助率 補助下限額 基本補助上限額 賃上げ特例適用時

1～20人
21～50人
51～100人
101人以上

中小企業者：
1/2（2/3）

2,500万円
4,000万円
5,500万円
7,000万円

750万円

3,000万円
5,000万円
7,000万円
9,000万円

グローバル枠 
従業員数 補助率 補助下限額 基本補助上限額 賃上げ特例適用時

1～20人
21～50人
51～100人
101人以上

中小企業者：
2/3

2,500万円
4,000万円
5,500万円
7,000万円

750万円

3,000万円
5,000万円
7,000万円
9,000万円

【対象となる事業】革新的な新製品・新サービス開発の取り組みを支援

【対象となる事業】既存事業とは異なる新市場・高付加価値事業への進出を支援

【対象となる事業】海外市場開拓（輸出）に向けた、国内の輸出体制強化の取り組みを支援

　新事業進出・ものづくり商業サービス補助金の第1回申請開始日は令和8年9月30日（水）から開催されます。
事業展開の目的に合わせて選べる3つの「補助対象事業枠」について、補助内容は以下のとおりです。

※詳細な公募要領やよくある質問は、こちらをご確認ください。　https://shinjigyou-monodukuri.smrj.go.jp/

新事業進出ものづくり商業サービス補助金

岡
山
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ

�

支
援
セ
ン
タ
ー
の
ご
紹
介

　
現
在
、
中
小
企
業
に
お
い
て
は
後
継
者

不
足
が
深
刻
化
し
、
事
業
承
継
の
支
援
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
岡
山
県
事
業
承

継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
身

近
な
相
談
窓
口
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
大
切

に
培
っ
て
き
た
経
営
資
源
を
、
意
欲
あ
る

事
業
の
担
い
手
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
お

手
伝
い
を
し
ま
す
。

　
岡
山
県
中
央
会
で
も
岡
山
県
事
業
承

継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、

事
業
承
継
診
断
の
実
施
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
・
専
門
家
派
遣
に
よ
る
個
別
助
言
指

導
を
通
じ
て
伴
走
型
支
援
を
実
施
し
て
い

ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：（
０
８
６
）２
２
４
︲
２
２
４
５

岡
山
県
事
業
承
継
・

�

引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：（
０
８
６
）２
８
６
︲
９
７
０
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岡
山
県
経
済
戦
略
会
議
が

�

開
催
さ
れ
る

　
伊
原
木
隆
太
岡
山
県
知
事
と
経
済
団
体

の
代
表
者
が
意
見
交
換
を
行
う
岡
山
県
経

済
戦
略
会
議
が
、
８
月
18
日
に
岡
山
市
内

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
18
回
目
と
な
る
今
回
は
、
県
内
企
業
が

人
手
不
足
に
直
面
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま

え
、
女
性
・
若
者
を
は
じ
め
と
し
た
人
材

確
保
と
産
業
の
活
性
化
を
テ
ー
マ
に
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
会
の
藤
木
会
長
は
、中
小
企
業
の
人
手

不
足
の
現
状
や
、若
者
の
就
職
活
動
の
早
期

化
・
長
期
化
の
傾
向
に
つ
い
て
説
明
し
た

上
で
、岡
山
県
と
連
携
し
て
実
施
し
て
い
る

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
支
援
事
業
や
合
同
企

業
説
明
会
、女
性
や
若
者
が
働
き
や
す
い
環

境
整
備
の
支
援

な
ど
、
人
材
確

保
に
向
け
た
取

り
組
み
を
紹
介

し
ま
し
た
。
ま

た
、
大
手
企
業

に
お
け
る
採
用

活
動
の
早
期
化

に
つ
い
て
、
就

職
協
定
の
順
守

を
徹
底
す
る
よ

う
求
め
る
と
と
も
に
、近
年
は
企
業
選
択
に

親
の
影
響
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
、県
内
企
業
の
良
い
イ
メ
ー
ジ
を
浸

透
さ
せ
る
よ
う
、親
世
代
に
向
け
て
の
情
報

発
信
を
強
化
す
る
必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

　
各
団
体
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
に
対
し
て

伊
原
木
知
事
は
、「
女
性
・
若
者
の
県
外
流

出
対
策
に
つ
い
て
、
各
団
体
と
連
携
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
戦
略
会
議
は
２
０
０
９
年
度
か
ら

毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
各
団
体
か
ら
出

さ
れ
た
意
見
は
、
岡
山
県
各
部
局
で
検
討

さ
れ
た
後
、
具
体
的
な
施
策
に
生
か
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

�

（
事
務
局
長　
村
上
）

Ａ
Ｉ
で
タ
ス
ク
管
理
や
受
発
注
管
理

な
ど
を
自
動
化
・
効
率
化
！

「
Ａ
Ｉ
業
務
改
善
事
例
セ
ミ
ナ
ー
」

の
ご
案
内

　
岡
山
県
中
央
会
お
よ
び
岡
山
県
組
合
士

会
で
は
、
９
月
28
日（
月
）
に
「
Ａ
Ｉ
業

務
改
善
事
例
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
ま
す
。

　
生
成
Ａ
Ｉ
は
急
速
に
普
及
し
て
お
り
、

中
小
企
業
の
現
場
に
お
い
て
も
、
文
章
作

成
や
情
報
収
集
に
活
用
さ
れ
る
だ
け
で
な

く
、
一
歩
進
ん
だ
自
動
化
・
効
率
化
を
取

り
入
れ
た
業
務
改
善
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
タ
ス
ク
管
理
、
受

発
注
管
理
な
ど
の
事
務
作
業
を
中
心
に
、

中
小
企
業
の
改
善
事
例
や
専
門
家
自
身
の

活
用
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。
生
成
Ａ
Ｉ
を

実
際
の
業
務
に
ど
の
よ
う
に
取
り
入
れ
、

効
率
化
に
つ
な
げ
て
い
く
の
か
、
具
体
的

な
活
用
方
法
を
学
び
ま
す
。

　
組
合
役
職
員
、
組
合
所
属
企
業
の
役
職

員
を
対
象
と
し
て
お
り
、
会
場
参
加
に
加

え
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
視
聴
も
可
能
で
す
。

生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
業
務
改
善
に
関
心

の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
講
習
会
終
了
後
に
は
、
岡
山
県

組
合
士
会
主
催
に
よ
る
ミ
ニ
交
流
会
を
開

催
し
ま
す
。
参
加
者
同
士
の
情
報
交
換
や

交
流
の
機
会
と
し
て
、
セ
ミ
ナ
ー
と
併
せ

て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日
時

令
和
８
年
９
月
28
日（
月
）

�

17
時
00
分
〜
18
時
15
分

●
開
催
場
所
な
ど

ピ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ま
き
び

（
岡
山
市
北
区
下
石
井
２
︲
６
︲
41
）

※
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
同
時
配
信

●
講
師

株
式
会
社 IT Base

代
表
取
締
役　
瀬
尾　
豊 

氏

●
交
流
会

・
時
間
帯　
18
時
30
分
〜
20
時
30
分

・
会　
場　
和
食
酒
場　
伸
た
こ

・
参
加
費　
１
人
５
，
０
０
０
円

・
人　
数　
15
人
程
度
想
定

●
申
込
方
法

９
月
17
日（
木
）ま
で
に

申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

https://x.gd/FuQ
dm

●
問
い
合
わ
せ
先

組
織
支
援
課　
藤
田
・
小
郷
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岡
山
県
中
央
会
で
は
、
岡
山
県
の
委
託
事
業
（
岡
山
県

人
材
還
流
・
定
着
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
）
の
一
環
と
し

て
、
８
月
21
日（
金
）か
ら
9
月
11
日（
金
）ま
で
10
回
に

わ
た
り
、大
学
生
な
ど
を
対
象
に
、「
企
業
魅
力
大
発
見
！ 

お
か
や
ま
Ｗ
ｅ
ｂ
交
流
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
製
造
業
、
小
売
・
サ
ー
ビ
ス
業
な

ど
40
社
（
全
10
コ
ー
ス
）
が
参
加
し
、
業
界
や
企
業
情
報

の
ほ
か
、
先
輩
社
員
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
参
加
企
業
と

学
生
と
の
ク
ロ
ス
ト
ー
ク
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
開
催
日
に
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
視
聴
に
向
け
て
、
各
企
業
の
実

況
中
継
を
行
う
特
設
ス
タ
ジ
オ
に
、
企
業
担
当
者
の
ほ

か
、
ス
タ
ジ
オ
収
録
参
加
の
学
生
が
集
ま
り
ま
す
。

　
参
加
企
業
は
、
自
社
の
ア
ピ
ー
ル
に
加
え
、
就
活
を

控
え
る
学
生
に
対
し
て
先
輩
社
会
人
か
ら
エ
ー
ル
が
送

ら
れ
た
ほ
か
、
海
外
展
開
企
業
で
は
、
海
外
拠
点
か
ら

の
生
中
継
を
行
う
な
ど
、
県
内
だ
け
で
な
く
グ
ロ
ー
バ

ル
に
活
躍
す
る
企
業
に
も
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
多
く
の
学
生
に
対
し
て
情
報
発
信

が
で
き
、
他
社
と
の
意
見
交
流
な
ど
も
で
き
た
」（
企

業
）。「
就
活
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
に
つ
な
が
っ
た
」「
収
録

ス
タ
ジ
オ
の
臨
場
感
が
良
か
っ
た
」（
学
生
）
な
ど
の
コ

メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

　
岡
山
県
中
央
会
で
は
、
企
業
の
魅
力
発
信
や
人
材
確

保
・
職
場
定
着
向
上
に
向
け
た
様
々
な
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
企
業
人
材
支
援
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：（
０
８
６
）
２
２
４
︲
２
２
４
５

�

（
企
業
人
材
支
援
課　
市
村
）

企
業
魅
力
大
発
見
！

お
か
や
ま
Ｗｅ
ｂ
交
流
会
を

開
催

全３回
参加型
研修

10.22  9:30‒17:00
『主体性を育むキャリアデザイン ― 働き方とキャリアを考える ―』

研修会場/第一セントラルビル１号館地下２階
第１回

11.10  9:00‒17:00
『キャリア実地研修 ― 先進企業から自分や会社の成長につながるヒントを学ぶ ―』

集合解散場所/岡山駅西口バスターミナル
企業見学先/株式会社フジワラテクノアート
研修会場/岡山空港内会議室「瀬戸」

第２回

11.11  9:30‒17:00
『実践アクションプラン ― 学びを職場での成果につなげる ―』

研修会場/第一セントラルビル１号館地下２階
第３回

岡山県内の企業に勤務する若手・中堅従業員（概ね35歳までの方）　※原則、全３回とも参加対　　象

岡山県中小企業団体中央会　企業人材支援課　TEL 086 224 2245　E-mail teichaku@okachu.or.jpお問い合わせ

\ CONTENTS /

申込方法 Webフォームからお申し込みください。
（https://forms.gle/qULx3DQb4eMj75aw6）

2026年10月２日  申込締切

定　　員 30名程度
参 加 費 無料

お申し込み多数の場合は先着順とな
ります。お早めにお申し込みください。

の

未来をつくる
若手従業員交流研修会若手従業員交流研修会

あ す

　岡山県では、企業の枠を越え、未来をとも
につくる仲間と出会うことで若手従業員の主
体性を引き出し、未来を切り拓く力を育むた
めの交流研修会を開催します。次代を担う若
手社員育成のため、ぜひともご活用ください。
　詳しくは、本研修会の受託運営を行う岡山
県中央会企業人材支援課までお問い合わせく
ださい。
（TEL:086-224-2245）

参加者募集中！
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●�

対
応
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
に
必

要
な
カ
ス
ハ
ラ
の
抑
止
の
た
め
の
措
置

・�

特
に
悪
質
と
考
え
ら
れ
る
カ
ス
ハ
ラ
へ

の
対
処
の
方
針
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
、

労
働
者
に
周
知
し
、
当
該
対
処
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る

●
相
談
体
制
の
整
備

・�

相
談
窓
口
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
、
労
働

者
に
周
知
す
る

●
事
後
の
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応

・�
事
実
関
係
を
迅
速
か
つ
正
確
に
確
認
す

る
／
被
害
者
に
対
す
る
配
慮
の
た
め
の

措
置
を
行
う
／
再
発
防
止
に
向
け
た
措

置
を
講
ず
る

●
そ
の
ほ
か
併
せ
て
講
ず
べ
き
措
置

・�

相
談
者
な
ど
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護

す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
、
労

働
者
に
周
知
す
る

・�

相
談
し
た
こ
と
な
ど
を
理
由
と
し
て
不

利
益
な
取
扱
い
を
さ
れ
な
い
旨
を
定

め
、
労
働
者
に
周
知
・
啓
発
す
る

令
和
８
年
10
月
１
日
か
ら
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
が
強
化
さ
れ
ま
す
！

　
令
和
８
年
10
月
１
日
施
行
の
改
正
労
働

施
策
総
合
推
進
法
に
よ
り
、「
カ
ス
タ
マ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
カ
ス
ハ
ラ
）
対
策
」
お

よ
び
「
求
職
者
な
ど
に
対
す
る
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト（
セ
ク
ハ
ラ
）対
策
」

が
事
業
主
に
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

【
１
】
カ
ス
ハ
ラ
防
止
の
た
め
に

�

講
ず
べ
き
措
置

　
カ
ス
ハ
ラ
と
は
、① 

顧
客
や
取
引
先
な

ど
の
言
動
で
あ
っ
て
、
②
社
会
通
念
上
許

容
さ
れ
る
範
囲
を
超
え
た
言
動
（
暴
言
、

不
当
要
求
、
土
下
座
強
要
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の

中
傷
な
ど
）
に
よ
り
、
③
労
働
者
の
就
業

環
境
が
害
さ
れ
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

　
事
業
主
は
次
の
措
置
を
必
ず
講
じ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●�

事
業
主
の
方
針
な
ど
の
明
確
化
お
よ
び

そ
の
周
知
・
啓
発

・�

カ
ス
ハ
ラ
に
は
毅
然
と
し
た
態
度
で
対

応
し
、
労
働
者
を
保
護
す
る
旨
の
方
針

を
明
確
化
し
、
労
働
者
に
周
知
・
啓
発

す
る

・�

カ
ス
ハ
ラ
の
内
容
お
よ
び
あ
ら
か
じ
め

定
め
た
対
処
の
内
容
を
、
労
働
者
に
周

知
す
る

　
求
職
者
な
ど
に
対
す
る
セ
ク
ハ
ラ
と

は
、
事
業
主
が
雇
用
す
る
労
働
者
に
よ
る

「
性
的
な
言
動
」に
よ
り
求
職
者
な
ど
に
よ

る
求
職
活
動
な
ど
が
阻
害
さ
れ
る
も
の
を

い
い
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
オ
ン
ラ
イ
ン

を
介
し
た
も
の
や
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
行
わ

れ
る
も
の
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
事
業
主
は
次
の
措
置
を
必
ず
講
じ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●�

事
業
主
の
方
針
な
ど
の
明
確
化
お
よ
び

そ
の
周
知
・
啓
発

・�

求
職
者
な
ど
セ
ク
ハ
ラ
を
行
っ
て
は
な

ら
な
い
旨
の
方
針
を
明
確
化
し
、
労
働

者
に
周
知
・
啓
発
す
る

・�

求
職
者
な
ど
セ
ク
ハ
ラ
を
行
っ
た
者
に

つ
い
て
は
、
厳
正
に
対
処
す
る
旨
の
方

針
お
よ
び
対
処
の
内
容
を
、
労
働
者
に

周
知
・
啓
発
す
る

・�
求
職
活
動
な
ど
に
関
す
る
ル
ー
ル
に
あ

ら
か
じ
め
明
確
化
し
、
労
働
者
お
よ
び

求
職
者
な
ど
に
周
知
・
啓
発
す
る

●
相
談
体
制
の
整
備

・�

相
談
窓
口
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
、
求
職

者
に
周
知
す
る

●
事
後
の
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応

・�

事
実
関
係
を
迅
速
か
つ
正
確
に
確
認
す

る
／
被
害
者
に
対
す
る
配
慮
の
た
め
の

措
置
を
行
う
／
行
為
者
に
対
す
る
措
置

を
適
正
に
行
う
／
再
発
防
止
に
向
け
た

措
置
を
講
ず
る

●
そ
の
ほ
か
併
せ
て
講
ず
べ
き
措
置

・�

相
談
者
な
ど
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

措
置
を
講
じ
労
働
者
お
よ
び
求
職
者

な
ど
に
周
知
す
る

・�

労
働
者
が
事
実
関
係
の
確
認
な
ど
の

事
業
主
の
措
置
に
協
力
し
た
こ
と
な

ど
を
理
由
と
し
て
、
解
雇
そ
の
他
不
利

益
な
取
扱
い
を
さ
れ
な
い
旨
を
定
め
、

労
働
者
に
周
知
・
啓
発
す
る

　
詳
し
く
は
左
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

�

（
総
務
企
画
課　
島
田
）

【
２
】�

求
職
者
な
ど
に
対
す
る
セ
ク
ハ
ラ�

防
止
の
た
め
に
講
ず
べ
き
措
置
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岡
山
県
中
央
会
で
は
、
制
度
改
正
等
の
課
題
解
決
環

境
整
備
事
業
と
し
て
、
制
度
改
正
（
法
令
改
正
・
条
例

改
正
な
ど
）
に
関
連
し
た
テ
ー
マ
に
対
応
す
る
た
め
の

専
門
家
派
遣
や
講
習
会
を
無
料
で
開
催
で
き
る
支
援
制

度
の
利
用
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●
利
用
対
象

組
合
・
組
合
員
企
業

●
支
援
内
容

「
制
度
改
正
」
対
応
の
た
め
の
専
門
家
の
派
遣
費
や
、

講
習
会
開
催
費
（
講
師
・
専
門
家
の
謝
金
、
会
場
借

料
な
ど
）
を
、
中
央
会
で
負
担

●
活
用
テ
ー
マ
の
例

・�

労
働
施
策
総
合
推
進
法
改
正
へ
の
対
応
の
た
め
の
専

門
家
派
遣
（
カ
ス
ハ
ラ
対
応
）

・�「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」に
関
す
る
施
行
規
則
改
正
へ

の
対
応
の
た
め
の
専
門
家
派
遣
（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・

有
期
雇
用
労
働
者
へ
の
各
種
手
当
点
検
）

・
育
成
就
労
制
度
へ
の
対
応
の
た
め
の
専
門
家
派
遣

●
事
業
実
施
期
限

令
和
８
年
12
月
下
旬
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
中
央
会　
組
織
支
援
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：（
０
８
６
）
２
２
４
︲
２
２
４
５

制
度
改
正
に
対
応
す
る

た
め
の
専
門
家
派
遣
な
ど

（
無
料
）
募
集
中
！

　
自
社
の
技
術
や
デ
ザ
イ
ン
の
権
利
化
、
製
品
・
サ
ー

ビ
ス
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
る
事
業
成
長
を
目
指
す
方

へ
、無
料
相
談
窓
口
を
ご
紹
介
し
ま
す
。「
I
N
P
I
T

岡
山
県
知
財
総
合
支
援
窓
口
」
で
は
、
特
許
・
実
用
新

案
・
意
匠
・
商
標
を
は
じ
め
、
営
業
秘
密
や
著
作
権
な

ど
、
知
財
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解
決
を
支
援
し

て
い
ま
す
。
社
内
体
制
の
整
備
か
ら
、
秘
密
保
持
な
ど

の
契
約
書
確
認
、
特
許
庁
へ
の
出
願
手
続
き
方
法
、
さ

ら
に
は
権
利
侵
害
・
紛
争
へ
の
対
応
ま
で
、
支
援
担
当

者
が
課
題
を
整
理
し
て
適
切
に
助
言
し
ま
す
。
さ
ら
に

高
度
な
専
門
知
識
が
必
要
な
場
合
に
は
、
弁
理
士
な
ど

専
門
家
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
相
談
は
無
料
・
何
度
で

も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

知
財
戦
略
に
よ
る
経
営
基

盤
強
化
に
向
け
、
ま
ず
は
お

気
軽
に
お
電
話
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

・
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
（
０
８
６
）
２
８
６
︲
９
７
１
１

�
（
事
前
予
約
制
）

・
住　
　
所
：�

岡
山
市
北
区
芳
賀
５
３
０
１

�

テ
ク
ノ
サ
ポ
ー
ト
岡
山
３
Ｆ

・
開
設
時
間
：�

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

�

（
月
〜
金 

※
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

〜
知
財
を
守
る 

知
財
で
稼
ぐ
〜 

I
N
P
I
T
岡
山
県
知
財

�

総
合
支
援
窓
口
の
ご
紹
介

令和8年度障害者採用準備セミナーのご案内

お問い合わせ先 国立吉備高原職業リハビリテーションセンター　職業指導課　☎0866―56―9002

　国立吉備高原職業リハビリテーションセンターでは、障害者の採用をご検討中
の企業や、すでに障害者を雇用され課題などを抱えている企業のご担当者の皆様
に、障害者の採用や雇用管理、職業訓練などについてご理解を深めていただくた
めのセミナーを開催します。
　この機会に、ぜひご参加ください。

※「参加申込書」は当センターHPからダウンロードができます。
　当センターＨＰは、『吉備職リハ』で検索！　https://www.kibireha.jeed.go.jp

■開催日時　令和8年11月12日（木）10 時00分～16時00分

■開催場所　国立吉備高原職業リハビリテーションセンター
加賀郡吉備中央町吉川 7520

参加費無料
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（
一
社
）
岡
山
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
、
10
月
17
日

（
土
）
に
岡
山
市
サ
ウ
ス
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
に
お
い
て
、「
は

た
ら
く
ト
ラ
ッ
ク 

フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
６
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
本
イ
ベ
ン
ト
は
、
く
ら
し
や
経
済
を
支
え
る
ト
ラ
ッ

ク
の
役
割
を
、
子
ど
も
た
ち
や
家
族
の
皆
さ
ん
に
楽
し

み
な
が
ら
学
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
イ
ベ

ン
ト
で
す
。当
日
は
、大
型
ト
ラ
ッ
ク
や
高
所
作
業
車
、

冷
蔵
冷
凍
車
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
は
た
ら
く
車
」
の

展
示
・
乗
車
体
験
の
ほ
か
、
子
ど
も
運
送
体
験
、
子
ど

も
免
許
証
の
作
成
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
多
彩

な
催
し
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
岡
山
県
青
年
中
央
会
も
こ
の
イ
ベ
ン
ト
へ
出
展
し
、

青
年
部
や
青
年
中
央
会
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
ほ
か
、
会
員
組

合
青
年
部
に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
ビ
ニ
ー
ル
バ
ッ
グ
作
り

体
験
や
電
気
工
事
体
験
、
自
動
車
整
備
体
験
、
高
圧
洗

浄
車
の
展
示
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
：
令
和
８
年
10
月
17
日（
土
）

�

10
時
00
分
〜
15
時
00
分

会
場
：
サ
ウ
ス
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

�

（
岡
山
市
南
区
片
岡
２
４
６
８
）

�

（
組
織
支
援
課　
小
郷
）

は
た
ら
く
ト
ラ
ッ
ク
フ
ァ
ミ

リ
ー
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
６
へ

青
年
中
央
会
・
組
合
青
年
部

が
出
展
し
ま
す

　
２
０
２
７
年
３
月
末
ま
で
に
紙
の
手
形
・
小
切
手
の

交
換
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　
政
府
方
針
を
も
と
に
、
産
業
界
・
金
融
界
が
連
携
し

て
紙
の
手
形
・
小
切
手
の
利
用
廃
止
に
向
け
た
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
金
融
機
関
に
よ
っ
て
は
最
終
振

出
期
限
を
設
定
し
て
お
り
、
２
０
２
６
年
10
月
１
日
以

降
、
当
座
勘
定
か
ら
の
支
払
い
が
で
き
な
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。今
す
ぐ
、「
で
ん
さ
い
」な
ど
の
電
子
記

録
債
権
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
に
よ
る
振
込

な
ど
へ
の
切
替
え
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

実
務
担
当
者
が
今
か
ら
確
認
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト

①
現
状
の
約
束
手
形
・
小
切
手
利
用
状
況
の
棚
卸

②�

取
引
先
金
融
機
関
が
設
定
し
た
手
形
・
小
切
手

の
最
終
振
出
期
限
を
確
認

③
取
引
先
と
の
決
済
条
件
見
直
し

　
一
般
社
団
法
人
全
国
銀
行
協
会
の
「
手
形
・
小
切
手

機
能
の
全
面
的
な
電
子
化
に
関
す
る
特
設
サ
イ
ト
」
で

電
子
化
に
つ
い
て
の
よ
く
あ
る
質
問
な
ど
が
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
（
左
記
二
次
元
コ
ー
ド
）。

　
具
体
的
な
電
子
化
の
方
法
に
つ
い
て

は
、
取
引
先
金
融
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

�

（
総
務
企
画
課　
島
田
）

紙
の
手
形
・
小
切
手

２
０
２
７
年
３
月
末
ま
で
に

利
用
廃
止

　
岡
山
県
中
央
会
で
は
、共
済
制
度
の
主
力
商
品「
オ
ー

ナ
ー
ズ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
プ
ラ
ン
」
を
対
象
に
、
業
務

委
託
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
組
合
と
岡
山
県
中
央

会
が
業
務
委
託
契
約
を
締
結
後
、
組
合
員
企
業
や
そ
の

従
業
員
が
、
対
象
商
品
に
新
規
加
入
又
は
既
契
約
か
ら

切
り
替
え
た
場
合
、
中
央
会
が
組
合
に
「
加
入
斡
旋
手

数
料
」
を
お
支
払
い
す
る
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
導
入
を
ご

検
討
く
だ
さ
い
。

●�

対
象
商
品

「
大
樹
生
命
」
の
生
命
保
険
商
品

（
オ
ー
ナ
ー
ズ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
プ
ラ
ン
）

︿
主
な
特
徴
﹀

①�

事
業
所
の
事
業
保
全
資
金
対
策
（
経
営
者
の
入
院
・

疾
病
・
休
業
時
な
ど
の
保
障
）

②
経
営
者
・
役
員
の
退
職
慰
労
金
な
ど
の
準
備

③
経
営
者
の
事
業
承
継
・
相
続
な
ど
の
対
策

④
従
業
員
の
生
命
保
険
・
入
院
・
疾
病
保
障
な
ど

●�
加
入
促
進
手
数
料

※
月
額
保
険
料
は
１
保
険
契
約
単
位
の
保
険
料
と
し
ま
す
。

※�

年
払
保
険
契
約
は
月
額
保
険
料
に
換
算
（
年
払
保
険

料
×
１
／
12
）
し
ま
す
。

※�

加
入
促
進
手
数
料
は
１
保
険
契
約
単
位
ご
と
に
計
算

し
、一
括
し
て
委
託
契
約
組
合
に
お
支
払
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
中
央
会　
総
務
企
画
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：（
０
８
６
）
2
2
4
︲
2
2
4
5

岡
山
県
中
央
会
共
済
事
業

「
業
務
委
託
制
度
」の
ご
案
内

月額保険料 加入促進
手数料

~5,000 円 2,000 円
5,001 円

~10,000 円 3,000 円
10,001 円

~15,000 円 4,000 円
15,001 円

~20,000 円 5,000 円
20,001 円

~25,000 円 7,000 円
25,001 円

~30,000 円 9,000 円
30,001 円

~35,000 円 11,000 円
35,001 円

~40,000 円 13,000 円
40,001 円

~45,000 円 15,000 円
45,001 円

~50,000 円 17,000 円

50,001 円 ~ 20,000 円
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岡
山
県
印
刷
工
業

組
合
は
、
去
る
８
月

21
日
、
岡
山
県
立
図

書
館
に
て
紙
断
裁
機

の
安
全
講
習
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
紙
断
裁
機
は
印

刷
・
製
本
・
紙
工
業

界
に
お
い
て
広
く
使

用
さ
れ
て
お
り
、
近

年
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

制
御
に
よ
る
安
全
性

を
優
先
し
た
も
の
、

生
産
性
が
高
い
も
の
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し

依
然
と
し
て
、
旧
式
の
紙
断
裁
機
稼
働
に
よ
る
災
害
が

発
生
し
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。
そ
こ
で
、
事
故
に
つ

な
が
ら
な
い
よ
う
紙
断
裁
機
を
安
全
に
使
う
こ
と
、「
安

全
衛
生
特
別
教
育
」
を
怠
る
と
罰
則
の
対
象
に
な
る
こ

と
を
改
め
て
周
知
す
る
た
め
、
紙
断
裁
機
を
製
造
し
て

い
る
株
式
会
社
勝
田
製
作
所
よ
り
講
師
を
招
聘
し
、
安

全
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
関
係
法
令
と
具
体
的
な
事
例
の
両

面
か
ら
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
よ
り
安
全
意
識
が

高
ま
っ
た
」、「
断
裁
機
の
使
用
に
つ
い
て
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
り
、
社
員
間
で
共
有
し
た
い
」
と
い
う
ご
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。
質
問
を
さ
れ
る
参
加
者
も
多
く
、
企
業

で
の
講
習
を
希
望
す
る
声
も
あ
り
、
講
習
会
は
好
評
の

う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

�

（
組
織
支
援
課　
形
山
）

岡
山
県
印
刷
工
業
組
合

紙
断
裁
機
の
安
全
講
習
会
開
催

生
成
Ａ
Ｉ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

真
庭
市
電
水
協
同
組
合

　
真
庭
市
電
水
協
同
組
合

は
、
８
月
17
日
に
落
合
総
合

セ
ン
タ
ー
（
真
庭
市
）
に
お

い
て
、『
Ａ
Ｉ
即
戦
力
』
活

用
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
講
師
に
は
、合
同
会
社
Ｔ

Ａ
Ｋ
Ｅ
・
１
代
表
の
籔
下

忠
士
氏
を
招
き
、生
成
Ａ
Ｉ

の
最
新
動
向
や
業
務
へ
の

活
用
方
法
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
基
本
的
な
仕
組
み
や
特

徴
に
加
え
、
効
果
的
な
回
答
を
引
き
出
す
た
め
の
「
プ
ロ

ン
プ
ト
（
指
示
文
）」
の
作
成
方
法
を
解
説
。
さ
ら
に
、
画

像
や
音
声
な
ど
を
扱
う
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
Ａ
Ｉ
や
、
資
料

作
成
な
ど
を
Ａ
Ｉ
に
任
せ
る
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
Ａ
Ｉ
に
つ
い

て
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
実
際
の
業
務
を
想
定
し
た
活
用

事
例
を
交
え
な
が
ら
、Ａ
Ｉ
を「
使
う
」だ
け
で
な
く「
任

せ
る
」
こ
と
で
、
業
務
の
効
率
化
や
時
間
の
創
出
に
つ
な

げ
る
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

　
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
岡
山
県
青
年
中
央
会
で
の
Ａ
Ｉ

セ
ミ
ナ
ー
を
き
っ
か
け
に
、
電
気
工
事
工
業
組
合
青
年

部
・
女
性
部
へ
広
が
り
、
女
性
部
に
も
所
属
す
る
当
組
合

市
橋
理
事
長
を
通
じ
て
実
現
し
た
も
の
で
す
。
青
年
中
央

会
で
得
ら
れ
た
学
び
が
組
合
の
枠
を
越
え
て
波
及
し
、
生

成
Ａ
Ｉ
の
活
用
を
通
じ
た
業
務
効
率
化
の
取
り
組
み
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

�

（
組
織
支
援
課　
小
郷
）

岡
山
県
織
物
染
色
工
業
協
同
組
合

　
岡
山
県
織
物
染
色
工
業
㈿
は
、

８
月
19
日
、
岡
山
繊
維
会
館
（
岡

山
市
）
に
お
い
て
、「
基
礎
か
ら

始
め
る
生
成
Ａ
Ｉ
活
用
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
合
同
会
社

リ
バ
ー
ス
代
表
社
員
の
正
田
真

澄
氏
を
講
師
に
迎
え
、
生
成
Ａ
Ｉ

の
基
本
的
な
仕
組
み
や
特
徴
、
業

務
で
活
用
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、ChatG

PT

やG
em

ini

、Claude

な
ど
の

生
成
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
実
際
に

G
em

ini

を
ス
マ
ホ
で
操
作
し
、
案
内
文
や
顧
客
へ
の
返

信
文
を
作
成
す
る
な
ど
、
身
近
な
業
務
を
題
材
に
Ａ
Ｉ
の

活
用
方
法
を
体
験
し
ま
し
た
。
ま
た
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
利
用

す
る
際
の
注
意
点
と
し
て
、
出
力
内
容
を
確
認
す
る
こ
と

や
、
個
人
情
報
・
機
密
情
報
を
入
力
し
な
い
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
も
確
認
し
ま
し
た
。

　
生
成
Ａ
Ｉ
は
、
文
章
作
成
や
情
報
整
理
な
ど
、
日
々
の

業
務
を
効
率
化
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
、
今
後
ま
す
ま
す
活

用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
岡
山
県
中
央
会
で
は
、
今
回
の
よ

う
な
組
合
が
主
体
と
な
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
専
門
家

派
遣
な
ど
を
通
じ
て
支
援
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
組
合

員
企
業
の
課
題
解
決
や
新
た
な
取
り
組
み
に
つ
な
が
る
活

動
を
後
押
し
し
て
い
き
ま
す
。

�

（
組
織
支
援
課　
小
郷
）

組合クローズアップ
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場
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
成
果
と
そ
の
要
因

　
個
別
配
送
事
業
は
利
用
者
か
ら
好
評
で
あ

り
、
特
に
「
の
ん
び
り
配
送
コ
ー
ス
」
に
お

け
る
丁
寧
で
心
の
こ
も
っ
た
対
応
が
喜
ば

れ
、
口
コ
ミ
を
通
じ
て
会
員
も
増
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
子
ど
も
の
居
場
所
「
ゆ
こ
か
」

も
地
域
課
題
解
決
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。
今

後
は「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
ゆ
む
ら
ん
」

の
利
用
者
を
増
や
す
こ
と
で
収
益
基
盤
を
強

化
し
、「
ゆ
こ
か
」の
活
動
を
さ
ら
に
充
実
さ

■
背
景
・
目
的

　
当
組
合
は
、
母
親
が
安
心
し
て
働
け
る
環

境
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
生
活
ク
ラ
ブ
の
配
送
業
務
を
請
け
負
う

な
か
で
高
齢
の
単
身
世
帯
に
日
常
生
活
支
援

の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
こ
と
か
ら
、
30
分
間
の

生
活
介
助
と
個
別
配
送
を
組
み
合
わ
せ
た

「
の
ん
び
り
配
送
コ
ー
ス
」を
展
開
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
不
登
校
の
児
童
に
居
場
所
を
提

供
す
る
「
ゆ
こ
か
」
や
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー

ル
を
主
催
す
る
個
人
に
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を

貸
し
出
す
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
ゆ
む

ら
ん
」の
運
営
に
よ
り
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
拠
点
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

■
取
り
組
み
の
手
法
と
内
容

　
当
組
合
は
、
子
育
て
中
の
母
親
が
安
心
し

て
働
け
る
場
所
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
想
い

か
ら
、
15
名
の
仲
間
が
出
資
し
て
立
ち
上
げ

た
企
業
組
合
で
す
。
全
員
が
対
等
に
意
見
を

出
し
合
う
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
の

精
神
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
話
し
合
い
に

よ
る
意
思
決
定
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
も
あ

る
が
、
一
人
ひ
と
り
の
気
持
ち
を
尊
重
す
る

こ
と
で
相
互
理
解
が
深
ま
る
機
会
と
な
り
、

助
け
合
え
る
温
か
な
組
織
へ
の
土
壌
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
姿
勢
は
、
令
和
４
年
に
始

め
た
「
の
ん
び
り
配
送
コ
ー
ス
」
に
も
生
か

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
個
別
配
送
と
30
分

間
の
日
常
生
活
支
援
を
組
み
合
わ
せ
た
サ
ー

ビ
ス
で
、
単
身
世
帯
の
困
り
ご
と
に
寄
り
添

う
な
か
で
芽
生
え
た
「
生
協
会
員
さ
ん
の
手

に
な
り
た
い
」
と
い
う
想
い
を
形
に
し
て

コ
ー
ス
の
新
設
に
至
り
ま
し
た
。
利
益
を
追

求
す
る
取
り
組
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
当

組
合
の
良
さ
を
伝
え
る
大
切
な
架
け
橋
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
令
和
５
年
か
ら
は
、

不
登
校
の
お
子
さ
ん
に
学
校
以
外
の
居
場
所

を
提
供
す
る
「
ゆ
こ
か
」
を
運
営
し
て
い
ま

す
。
不
登
校
の
子
を
持
つ
メ
ン
バ
ー
の
熱
い

想
い
か
ら
生
ま
れ
た
こ
の
場
所
は
、
母
親
が

安
心
し
て
働
け
る
環
境
づ
く
り
と
い
う
当
初

か
ら
の
想
い
に
も
重
な
り
ま
す
。
現
状
で
は

取
り
組
み
自
体
の
周
知
が
課
題
で
す
が
、
広

報
誌
を
配
布
す
る
な
ど
地
道
な
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
「
ゆ
こ
か
」
を
地

域
の
拠
点
と
し
、
共
同
配
送
や
イ
ベ
ン
ト
を

通
じ
て
、
様
々
な
人
々
が
緩
や
か
に
繋
が
る

せ
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

日
常
生
活
支
援
を
必
要
と
す

る
単
身
世
帯
や
不
登
校
の
子
ど
も
を
抱

え
る
家
庭
に
寄
り
添
い
「
会
員
さ
ん
の

手
に
な
り
た
い
」
と
い
う
想
い
で
支
援

し
、
地
域
社
会
に
安
心
と
「
え
が
お
」

を
届
け
て
い
る
好
事
例
。

企業組合配送ワーカーズ・
� コレクティブえがお（山梨県）
住　　所：��〒400-0832山梨県甲府市

増坪町477番地　生活クラブ
生活協同組合山梨　内

S  N  S：【Instagram】yucoca_2023
設　　立：	令和元年 8月
主な業種：	�一般貨物自動車運送業（特別

積合せ貨物運送業を除く）
組合員数：	13人
出 資 金：	140 千円

配送に従事している組合員

テ
ー
マ

地
域
・
社
会
・
業
界
の
課
題
解
決

「
え
が
お
」
が
届
け
る
み
ん
な
の
安
心

企
業
組
合
配
送
ワ
ー
カ
ー
ズ
・

�

コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
え
が
お
（
山
梨
県
）

全国先進組合事例

子どもの居場所「ゆこか」

Point

組合クローズアップ
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非 製 造 業
前年同月比

売
上
高

在
庫
数
量

販
売
価
格

取
引
条
件

収
益
状
況

資
金
繰
り

雇
用
人
員

業
界
の
景
況業　種

卸売業 機械・工具
電設資材
青果
木材
水産物

小売業 石油
共同店舗
中古自動車
自動二輪
共同店舗

商店街 商店街・岡山
商店街・津山
商店街・倉敷

サービス業 自動車整備 ―
医療・柔道整復師 ―
旅館・ホテル ―
テント ―
異業種 ―
リサイクル ―

建設業 住宅リフォーム ―
看板工事 ―
土木工事 ―
管工事 ―
防水工事 ―

運輸業 バス ―
タクシー ―
トラック ―
倉庫業 ―

その他 信用組合 ―

売上高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 設備操業度 雇用人員 業界の景況

全　　体 −8.6 −14.3 36.2 −1.7 −29.3 −12.1 −10.3 −15.5 −19.0
（－3.4） （2.4） （37.9） （－5.2）（－37.9）（－13.8）（－20.7）（－12.1）（－27.6）

製 造 業 −3.4 −17.2 34.5 6.9 −34.5 −20.7 −10.3 −24.1 −24.1
（0.0） （－6.9） （37.9） （3.4） （－44.8）（－17.2）（－20.7）（－24.1）（－31.0）

非製造業 −13.8 −7.7 37.9 −10.3 −24.1 −3.4 −6.9 −13.8
（－6.9） （23.1） （37.9） （－13.8）（－31.0）（－10.3） （0.0） （－24.1）

情報連絡員レポート

岡山県業界天気図

景況DI値

（注）DI とは、ディフュージョン・インデックス（Diffusion Index）の略で、「増加」・「好転」したとする企業割合から、「減少」・「悪化」したとする企業割合を差し引いた値です。

7 月分

（ ）内数字は前月の数値です。

業界の景況感（前年同月比）　　 3         41       14　　　　　 増加・上昇・好転　　　変らず　　　減少・下落・悪化

受
付

製 造 業
前年同月比

売
上
高

在
庫
数
量

販
売
価
格

取
引
条
件

収
益
状
況

資
金
繰
り

設
備
操
業
度

雇
用
人
員

業
界
の
景
況業　種

食料品 味噌
米菓

製粉・製麺
醤油
酒造

繊維工業 織物業・井原
織物業・県
アパレル・県
アパレル・笠岡

木材・
木製品

製材・県
合板

印刷 出版・印刷
製本

化学・ゴム ゴム
プラスチック製品

窯業・
土石製品

生コンクリート
石灰
ブロック

鉄鋼・金属 鋳物
鋳物

一般機器 機械器具・東岡山
鉄工・津山
鉄工・岡山
工作機械・総社
工作機械・井笠
工作機械・美作

輸送機器 造船関連
自動車

その他 畳

景況
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岡山県景況の推移（製造業、非製造業）比較景況DI値の推移（岡山県、全国）の比較

岡山県
全　国

製造業

非製造業

DI値
10.0

0.0

-10.0

-20.0

-30.0

-40.0

-50.0

-60.0

-70.0

DI値
20.0

10.0

0.0

-10.0

-20.0

-30.0

-40.0

-50.0

-60.0

-70.0

-80.0
R.6.6 2 2 3 4 5 6 73 4 5 6 7 8 9 10 11 12R.7.17 8 9 10 11 12 R.8.1 2 3 4 5 6 72 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12R.6.5 R.7.1 R.8.16 7 8 9 10 11 12

食料品 �
●�梅雨明けが早く、気温の上昇から量販店での販売は低調になった。夏物（冷菓、飲料）が主役になる。少雨で今後の

コメの生育がきになる、うるち米の増産によりもち米の不足予測が心配。� 《米菓》
●�需要は昨年に引き続き旺盛だが、中東情勢の影響で包装資材の調達が厳しくなってきている。� 《製粉・製麺》
●�7月度においては。気象庁から「酷暑」なる新語が発表され一昨年、昨年よりさらに猛暑がみこまれるとのこと。し

かし、飲食業態様、量販店様向けの商材においては、活発な需要期と捉えた。今後も活発な需要を受け入れる体制
が必要と考える。さらに、高市政権の公約の目玉である食品業態において消費税1％が実現する様子。今後の飲食業
態においてはどう自社ブランドの商品をテイクアウト化できるかがカギとなるのは必然。おそらく法案は、来年の
4月からの導入実施となると思われる。依然10％の消費税の飲食業態様においてはこの情勢にどう立ち向かいピン
チをチャンスに変えるアイデアと実行力が必要。我々醤油、調味料メーカーも飲食業態様に何をどう提案できるか
が必定と考える。� 《醤油》

●�一昨年からの原料米価格高騰に加えて、燃料代など、製造原価の上昇も続いている。非常に厳しい状況の中、商品価
格の見直し、数量調整など行い、昨年度分については、10月以降値上げを行っている業者も見られるが、原価上昇分
をカバーするに至っていない。今後、再度値上げを検討しないといけない状況となっている。� 《酒造》

繊維工業 �
●�以前は主にセルビッチデニムが好調をけん引していたが、そのセルビッチの品薄もあり、他の製品も引き合いが増え

てきて、需要に供給が追い付いていない。生産キャパに限りがあるうえ、梅雨明け以来猛暑続きで現場職員の健康管
理上、続けて長時間現場にいられないため、生産性が上がっていかず、商機を逃している面がある。労働力獲得に関
しては各社賃上げなど努力をしているが、十分な確保は厳しい状況が続いている。� 《織物業・井原》

木材・木製品 �
●�あらゆる住宅関連商品の値上げの中で、新設住宅着工戸数は減少傾向にある。� 《製材・県》
印刷 �
●�主要材料以外の小口の物も値上げ要請が始まった。� 《出版・印刷》
化学・ゴム �
●�売上は、計画対比プラスと堅調に推移。中東紛争の影響に関しては、資材の調達懸念は薄れつつあるが、価格の高騰

により収益を圧迫。� 《ゴム》
窯業・土石製品 �
●�出荷量について、7月の岡山県全体の出荷量は57.1千㎥で、対前年比98.0％でほぼ前年並みであった。県全体の出荷

量の約6割を占める県南支部の出荷量が、対前年比120.6％と大幅に伸びたことが全体を押し上げている。JFE関連の
大型物件がようやく本格的に動き出したことが要因のひとつと考えられる。一方、中部支部、新見支部、真庭支部、県
北支部などは、対前年比50％〜60％と苦戦を強いられている。� 《生コン》

鉄鋼・金属 �
●�原油・エネルギー・人件費価格上昇により原材料費増加が継続。� 《鋳物》
一般機器 �
●�相変わらずの低空飛行が続いている。設備操業度は前年を下回る状況が続き、収益も伸び悩んでいる。今後、最低賃

金の引き上げ（全国平均55円）が確実で、さらに収益の悪化が見込まれる。� 《鉄工・岡山》
●�依然として低調推移中。受注低迷に加え収益率も大幅低下。業種によっては、多少明るい兆しも見えそうだが、全体

としてはまだ低調。� 《工作機械・総社》
●�受注増加は、同業他社も同じ傾向と感じている。仕事量、稼働時間は増えているが、前年と比較するとまだ売上高は

減少している。� 《工作機械・井笠》
その他 �
●盆が近いのに7月に入り暑さで受注が止まっている。� 《畳》

2026年７月分のコメント
製造業

景況
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卸売業 �
●�昨年より鰻の値段が下がり、売上は大きく減少した。ただ、その分仕入が減るのと、他の商品はほとんど昨年より高くなっ

ていることもあり、収益的には同じ。年々鰻に関しては、入荷量の減少やひらき手の高齢化・廃業などにより思うように
売上が伸びない。� 《水産物》

小売業 �
●��気温が高くなってきたことで少し客足が悪くなった。� 《自動二輪》
●�新店効果により売上は前年比で6％強の伸び、客数もわずかに前年をクリアした。既存店ベースでも、売上は前年をク

リア、客数はわずかに下回ったが、既存店15店中9店舗が前年売上をクリアした。文具店はやや鈍化したものの約35％
の伸び、アミューズメントも好調で約30％の伸びを示した。クリーニングも2桁％の伸びを示した。� 《共同店舗》

商店街 �
●�先月同様、平日の日中以外はそれなりに人出があるが昨年以上の異常な酷暑と諸物価の値上げの影響か売り上げは

バーゲン時期にかかわらず厳しい状況にある。� 《商店街・岡山》
●�7月18日（土）から3週連続『第29回全国地ビールフェスタ in 津山』を開催。毎年楽しみに県外からお越しになる来

場者もいて、津山の夏の風物詩となっている。18日には、『B’z稲葉浩志さんのものまねライブショー！』もあり、
B’zの音楽で熱気に包まれた。� 《商店街・津山》

サービス業 �
●�柔整療養費の料金改定が国より示された。令和8年7月1日より＋0.6％の料金改定が施行される。医科の改定率+0.28％

および経済・物価動向などを踏まえ、政府において決定とされている。消費者物価指数は全国平均前年比+3.2％なので、
＋0.6％は非常に厳しい数値と思える。中小企業の平均賃上げは12,000円程度であり、医科全体は3.09％であり、本会
の一施術所平均保険取り扱い額が40万円として、＋0.6％では2,400円しかアップされず、医科と同じ水準で、中小企業
のアップ率と同じとなる。これでは物価高騰に見合った数字ではないことから、未だ経営実態は厳しく、先が見通せな
い状況である。この改定は7月からであり次月より売上が増えることを期待する。� 《医療・柔道整復師》

●昨年に続き気温が上がってきているせいか観光客の出足が悪い実感を持っている。� 《旅館・ホテル》
●仕入れ状況は安定しつつあり、売上も前年並に戻りつつある。� 《テント》
●�建設業組合員のインドネシア技能実習生および特定技能の5名は、職場配属され順調に就労開始。建設業職種に強いイン

ドネシア送り出し機関複数社と契約に向けて最終調整、技能実習および特定技能で契約中。機械加工組合員から新規に
6名の求人、インド送り出し機関に要請中。8月中の面接を予定。介護サービス組合員のミャンマー技能実習生1期生3
名、順調に就労中。ベトナム技能実習生1期生3名の1名継続雇用、2名の帰国手続き完了。� 《異業種》

●�非鉄価格は天井を打ち大きく反転。鉄スクラップも下落し始めている。古紙は、8月連休にメーカーの生産も止まるため
原料古紙の引き合いは弱い。� 《リサイクル》

建設業 �
●�材料が入りだしたので少しずつ現場が回りだした。� 《防水工事》
運輸業 �
●�観光バスの集客人員は前年同月比58％の大幅な減少となった。悪天候や猛暑による大幅な観光需要減のため前年比は

大幅な減少となっている。高速バスは前年同月比103％と微増となった。新路線開業や既存路線延伸により需要が好
調に推移している。� 《バス》

●�ドライバー不足に対応するため、各社保有トラックを必要最小限にするなどして日々の配送業務を行っている。数年
先を見据えると、荷主との結びつきがより一層重要な時期にきていると思われる。� 《トラック》

●�夏季需要による一定の荷動きはみられるものの、全体としては依然、低調な推移。また中東情勢の影響によるコスト
上昇や困難な人材確保など、環境面の改善見込みなく不安定な状況が続く。海外貿易も、運賃高止まりや米国関税問
題の再燃など、先行きは不透明。� 《倉庫業》

その他 �
●�7月も引き続き中東情勢の資金繰り支援を行い、今期累計で290先ヒアリングを行い、125先の支援を行った。9月ま

で影響が続いている先は、支援を継続していく。� 《信用組合》

2026年７月分のコメント
非製造業
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〒700-0826　岡山市北区磨屋町 10-20　磨屋町ビル４F
（ジョブ産雇）岡山事務所

086-233-3081 086-233-1227 ご利用時間 ９：00～17：00（土・日・祝日を除く）

検索産業雇用

お
問
い

合
わ
せ
先

離職する従業員の
再就職をサポート

１ ２人材を確保したい
企業に対するサポート

３キャリア人材バンクで
高齢者の再就職をサポート

６社員のスキルアップや
研修を目的とするセミナー

雇用を維持するための
在籍型出向をサポート

４ 社員の人材育成やキャリア
アップの出向をサポート

５

６つの取り組みで
　　働くと雇用をサポート！

きっとみつかる いい人、いい仕事

費用は
無料

有料有料

当会HPで中央会おかやまのバックナンバーを公開しています。  https://www.okachu.or.jp/chuokai/

職員紹介
イノベーション推進課

赤  松　 茂

2026年度

　
過
日
、
何
を
思
っ
た
か
何
十
年
ぶ
り
か
で
ジ
ー
ン
ズ
を

購
入
し
ま
し
た
。
は
る
か
昔
、
私
が
高
校
生
の
こ
ろ
に
第

一
次
古
着
ブ
ー
ム
が
あ
り
、
私
も
奉
還
町
に
あ
る
古
着
屋

に
足
し
げ
く
通
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
歳
に
な
っ
て
再

び
古
着
の
ジ
ー
ン
ズ
を
購
入
す
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
古
着
の
ジ
ー
ン
ズ
の
ブ
ー
ム
は
時
を
経
て
、
現
在
で

は
第
三
次
ブ
ー
ム
と
も
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
い

わ
ゆ
る
国
産
ジ
ー
ン
ズ
の
人
気
も
私
が
十
代
の
こ
ろ
か
ら

継
続
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
周
知
の
と
お
り
、
こ

の
国
産
ジ
ー
ン
ズ
や
デ
ニ
ム
生
地
製
造
の
多
く
を
何
十
年

も
担
っ
て
い
る
の
が
岡
山
県
の
倉
敷
市
児
島
並
び
に
井
原

市
で
、
国
内
の
み
な
ら
ず
海
外
の
バ
イ
ヤ
ー
や
一
流
ブ
ラ

ン
ド
か
ら
も
そ
の
高
い
品
質
が
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
私

も
微
力
な
が
ら
関
係
事
業
者
を
ご
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
く

機
会
が
あ
り
ま
す
が
、
熟
練
職
人
の
高
齢
化
や
人
手
不
足
、

事
業
承
継
な
ど
で
厳
し
い
経
営
状
況
に
あ
る
事
業
者
も
少

な
く
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
古
着
ジ
ー
ン
ズ
ブ
ー
ム
や

国
産
ジ
ー
ン
ズ
人
気
を
通
じ
て
少
し
で
も
国
内
外
の
若
い

世
代
が
岡
山
県
の
繊
維
産

業
に
興
味
を
持
っ
て
い
た

だ
き
、次
世
代
の
国
産
ジ
ー

ン
ズ
製
造
の
担
い
手
と

な
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
を

期
待
し
て
や
み
ま
せ
ん
。
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